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会
長
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 

           
 
 

 

 

コ
ロ
ナ
渦
中
で
目
標
を
持
て
な
い
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
が
会
長

に
な
っ
て
３
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て

考
え
る
と
、
埼
玉
県
ペ
タ
ン
ク
・ 

ブ
ー
ル
連
盟
は
組
織
と
し
て
充

分
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
考
え
方
の
基
本
に
あ
る
の
は
、

『
組
織
は
み
ん
な
の
為
に
有
り
、
個
人
の

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
常
に
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
り
、
み
ん
な
で
目
標
を
立
て

て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
の
会
長
と

し
て
の
私
の
仕
事
と
し
て
は
、
『
各
行
政

機
関
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
ペ
タ
ン
ク

を
通
じ
て
愛
好
者
の
健
康
増
進
と
愛
好

者
相
互
の
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

作
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
つ

く
る
。
』
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
の
節
に
は
、
会
員
の
皆
様
に

色
々
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
さ
れ
な
が
ら
健
康
で

い
つ
ま
で
も
ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。 

 
 
 

 
 

   

  

総
会
の
参
加
状
況
は
、
出
席
者
24
名 

委
任
状
5
名
、欠
席
者
5
名
で
あ
っ
た
。 

 

一
号
議
案
～
七
号
議
案
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
、
新
た
に
八
号
議
案
（
県
会
員
準

備
委
員
会
設
定
に
つ
い
て
）が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。 

 

議
事
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り 

一
、令
和
２
年
度
事
業
報
告 

二
、令
和
２
年
度
決
算
報
告 

三
、会
計
監
査
報
告 

四
、役
員
改
選 

五
、会
長
挨
拶 

六
、令
和
３
年
度
事
業
計
画 

七
、令
和
３
年
度
予
算 

八
、県
会
員
準
備
委
員
会
設
置 

             

ペ
タ
ン
ク
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ッ
プ
検
証 

 
 
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

 

令
和
３
年
５
月
９
日
、
午
後
１
時
か
ら
熊
谷
市
江
南
公
民
館

会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ペ

タ
ン
ク
・ 

ブ
ー
ル
連
盟
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

一
般
社
団
法
人 

 
 

埼
玉
県
ペ
タ
ン
ク
・ 

ブ
ー
ル
連
盟 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

井
上
勇
司 
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令
和
３
年
５
月
17
日
、
熊
谷
市
さ
く
ら

運
動
公
園
に
お
い
て
、
「 

第
３３
回
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
１ 
」埼
玉
県
予
選
会

を
開
催
し
、
川
本
チ
ー
ム
（
清
水
秀
央
、
中

西
明
夫
、
清
水
恭
子
、
今
泉
君
子
）
が
１
位

と
な
り
念
願
の
代
表
権
を
獲
得
し
た
。 

  

予
選
会
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
、
予
選

リ
ー
グ
は
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
1
ブ
ロ
ッ

ク
４
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
お
こ
な
い
、
上

位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
た
。 

 

決
勝
戦
で
は
坂
戸
市
の
城
山
対
深
谷
市

の
川
本
が
対
戦
し
、
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
奪

っ
た
川
本
チ
ー
ム
が
終
盤
に
追
い
上
げ
を
見

せ
た
城
山
チ
ー
ム
を
9
対
７
で
破
り
勝
利

し
た
。 

 

          

              

 
３
位 

今
泉
チ
ー
ム  

   
上
條
幸
助
、岩
田
幸
雄
、会
田
智
恵 

 

４
位 
さ
か
ろ
ん 

    

山
名
富
喜
、塩
田
邦
彦
、小
池
良
子 

      

令
和
３
年
５
月
２２
日
、
２３
日
深
谷
市
川

本
公
民
館
お
ま
つ
り
広
場
に
お
い
て
、第
35

回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
埼
玉
県
代

表
選
考
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

男
子
15
チ
ー
ム
、
女
子
１０
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
男
子
は
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
１２
チ

ー
ム
に
絞
ら
れ
、
更
に
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
６

チ
ー
ム
に
絞
ら
れ
、
第
三
ス
テ
ー
ジ
で
は
６

チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
の
成

績
で
順
位
を
決
定
し
た
。 

 

女
子
は
１０
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
戦

を
２
日
間
か
け
て
お
こ
な
っ
た
。 

 

初
日
は
、
薄
曇
り
の
天
候
で
選
手
の
皆
さ

ん
は
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
戦
う
こ
と

が
で
き
、
男
女
と
も
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。 

女
子

は
1
日
目
か

ら
全
勝
チ
ー

ム
が
無
く
な
り

5

勝

1

敗

で
３
チ
ー
ム
が

並
ぶ
と
い
う

大
混
戦
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

2

日
目
は
、

時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
夏
日

の
よ
う
な
天

候
に
な
り
選
手
た
ち
も
暑
さ
と
の
戦
い
も
加

わ
り
体
調
と
の
戦
い
と
な
っ
た
。 

 

最
終
成
績
は
下
記
の
と
お
り
。 

            

                                

【埼玉県代表】 川本チーム 
▲左から、清水恭子、清水英央、中
西明夫、今泉君子 

  【2位】 城山 
▲左から、石川太津男、石川ひろ子、
並木義彦 

▲左から、太幡審判 髙野審判 内田審判長 

【男女の最終成績】 
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▲1位 井上まち子 大澤廣美 今泉君子 ▲2位 清水恭子 森恵美子 松井恵 ▲3位 佐々木久子 河野敏子 石川ひろ子 

▲4位 益子恭子 入戸野肇子 根岸照子 

▲5位 中村敦子 吉田茂子 泉恵美子 ▲６位 堀内きみよ 黛松枝 坂本富美子 

◀7位 大野一恵 黒澤真理 柳沢正子 

▲８位 髙橋富美子 山中啓子 千島保子 ▲9位 浅見マサ 清水千里 清水葉子 ▲10位 関根嘉子 町田佐代子 宮谷よし子 

▲3位 中村孝 宮城修一 松井隆典 ▲２位 柳澤佳 益子正 斉藤好友 ▲１位 加藤賢治 市川重夫 加藤英男 

▲４位 岩田幸雄 富岡道雄 清水紀男 ▲５位 森輝雄 牛嶋英康 佐東眞吾 ▲６位 市村喜美夫 森信介 藤沢昭次 



彩の国ペタンク通信 第７４号                      ２０２１年(令和３年)７月１０日 

４ 

 
熊
谷
市
で
ペ
タ
ン
ク
大
会 

 

令
和
３
年
３
月
28
日
、通
常
で
あ
れ
ば

熊
谷
市
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
を
開

催
す
る
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
対
策
に
よ
り
開
催
を
見
送
り
、熊

谷
市
ペ
タ
ン
ク
・ 

ブ
ー
ル
連
盟
会
員
の
み

に
よ
る
「
さ
く
ら
と
き
め
き
杯
」
が
行
わ

れ
た
。 

 

試
合
毎
に
メ
ン
バ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を

替
え
、全
5
試
合
を
行
い
、勝
利
数
分
だ

け
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
で
、最
高
獲
得
が
４
箱
だ
っ
た
。 

 

毎
試
合
、誰
と
組
む
の
か
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
、「
と
き
め
き
」
が
あ
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
と
参
加
者
は
話
し
て

い
た
。 

 

 

 今回の訪問先は、熊谷市さくら運動公園を練習拠点として活動し

ている江南ペタンククラブです。 

 旧江南町の体育委員や指導員の研修で川本ペタンククラブの方々

に指導を受け、結構上手くできたなと感じた方が２００４年に「江

南ペタンククラブ」を立ち上げ、現在は当時のメンバー６名と新

たに旧江南町以外から５名が加入し１１名で活動しています。 

 宮城修一会長にクラブの事について聞いてみました。 

「メンバーのほとんどが６０歳を超えてきましたが、埼玉県内では平均年齢が

若い方ではないでしょうか。 仕事をしているメンバーが多いので日曜日は熊

谷さくら運動公園（主に午前中）で、平日は毎週木曜日に駒形公園の駐車場の

照明の下で数名が集まって午後８時から午後１１時頃まで練習しています。冬

の時期、練習が終わって帰るときは、気温がマイナスになっている時もありま

すね。そんな練習での我慢強さや勝負強さが備わって、日本ペタンク選手権に

は埼玉県代表選手として、国際大会にも日本代表選手を輩出しています。 

 また、２０１３年、２０１５年、２０１６年に東日本ペタンク選手権大会で 3 回優勝できたことから

も、着実に実力をつけてきたなと感じました。」と語ってくれました。 

 １１月に「江南オープンペタンク大会」３月に「熊谷市ミックスダブルス選手権大会」を開催し、関

東近県から多くの選手が参加され、親しまれている大会になっています。 

 他のメンバーにも伺ったところ、「午前にペタンクして昼食に煮ぼうとうを

食べ、大河ドラマ「青天を衝け」の舞台となっている渋沢栄一の「論語の里」

を散策するペタンク大会を熊谷市ペタンク・ブール連盟に所属しているル・セ

ルクルと合同で開催し親睦を図っています。」と話してくれました。 

 最後にクラブの今後の夢は？と聞いてみました。 

「クラブのメンバーを増やし、みんなで宝くじを当てクラブハウスを建て実力をつけ、ワイワイ楽しい

ペタンクをやりたい」ということだそうです。 

 夜練習には益子も参加していますが、厳しい状況でもイメージどおりの投球ができるよう鍛えられて

いるように感じました。夢の実現に向け頑張ってくださいね。  

取材に協力頂きありがとうございました。 

取材 益子正広報部員 

  


